
手指衛生



学習内容

1. 手指衛生の必要性

2. 手指衛生のタイミング

3. 手指衛生の手順



皮膚の常在菌叢

�コアグラ―ゼ陰性ブドウ球菌

�コリネバクテリウム属菌

�プロピオニバクテリウム属菌

�アシネトバクター属菌

細菌の増殖

�20分で2倍に

�40分で4倍に

皮膚常在菌

取り除くことが困難、皮膚の深層に付着している



通過菌（一過性細菌叢）

�大腸菌

�緑膿菌

�カンジダ属菌

通過菌

患者や環境との接触によって一時的に付着した細菌

手指衛生によって除去できる



医療従事者の手を介した
病原体の感染経路

�患者の皮膚には病原体が存在し、周囲の
環境・物にも付着している

�ケアにより、医療従事者の手指に移動する

�病原体は医療従事者の手指で数分間は生
き続ける

�医療従事者の手指衛生が不十分

�病原体によって汚染された手指が別の患者
に直接接触するか、その患者が直接接触
する物体に接触する



手指衛生の必要性

�自分自身を病原体から守るため

�手指を介して院内で病原体の伝播・拡散を防ぐ

病原菌の伝播拡散を防止するために

手の清潔に十分注意することは、自分

自身はもちろん患者や家族を感染から

守ります



WHOの手指衛生ガイドライン

�2009年

「医療における手指衛生についてのガイドライン」

�病原体の伝播には医療従事者の手指が大きな
役割を果たしているので手指衛生は重要な感染
対策である



1.患者に触れる前
（入室前・診察前） 4.患者に触れた後

（入室後・診察後）

5.患者周辺の環境
に触れた後

例：ベッド柵、リネン、
モニター類

手指衛生が必要な5つのタイミング

患者ゾーン

医療領域

2.清潔/無菌操作の前
例：ライン挿入、創傷処置など

（手袋着用直前）

3.血液/体液に触れた後
例：検体採取、尿・便・吐物処理など

（手袋を脱いだあと）



手指衛生の種類

擦式アルコール手指消毒薬による手指消毒

� 目に見える汚れがない（汚物や油、体液などで手が汚
染されていない）ときに用いる

石けんと流水による手洗い
� 目に見える汚れがあるとき

� アルコールに抵抗性のある微生物が検出されている
患者接触後

※液体石けんを使用し、容器への注ぎ足しはしない



石けんと流水による手洗いの手順

引用：Y’s Square ヨシダ製薬 http://www.yoshida-pharm.com/h1n1flu/20090521.html（一部改編）



擦式アルコール手指消毒薬
による手指消毒の手順

引用：Y’s Square ヨシダ製薬 http://www.yoshida-pharm.com/h1n1flu/20090521.html（一部改編）



擦式アルコール手指消毒薬による手指消毒が基本

� ほとんどの微生物数（ウイルスを含む）を除去できる

� 短時間(20〜30秒）で効果を得ることができる

� 手荒れしにくい

ただし、以下の場合は石けんと流水による手洗いが必要

� 手指に目に見える汚染がある場合

� 嘔吐・下痢のある患者に触れた/その病室から出た直後

� アルコール消毒薬に抵抗性がある微生物が想定される場合

ノロウイルス、ロタウイルス、セレウス菌、

クロストリジオイデス（クロストリジウム）・ディフィシル

など）

擦式アルコール手指用毒薬による手指消毒と
石けんと流水による手洗いの違い



手荒れを防ぐために、手洗い後にはペーパー
タオルで水分を軽く拭き取り、自然乾燥する

YES N O

Q & A (1)

手荒れを防ぐためには、ペーパータオルで十分水分を拭
き取り、完全に手指を乾燥させることが重要である

○



MRSAが検出されていない患者さんの病室の
ベッド周囲に触れた後でも手指消毒をする必
要がある

YES N O

Q & A (2)

患者さんの感染症の有無にかかわらず、全ての患者さん
に対して手指衛生を含めた標準予防策を行う必要がある

○



目に見える汚れが有る時は、石けんと流水で
手洗いを行う

YES N O

Q & A (3)

目に見える汚れがない時は擦式アルコール手指消毒薬
による手指消毒を行う

○



手袋の着用前だけでなくはずした後にも手指
衛生は必要である

YES N O

Q & A (4)

手袋は完全なものではなく、ピンホールがあくことがあるの
で、手袋装着前後の手指消毒が必要である

○



擦式アルコール手指消毒薬はアルコールが多
く含まれているため、石けんと流水で手洗い
する場合と比較し、手荒れしやすい

YES N O

Q & A (5)

擦式アルコール手指消毒薬には皮膚保護剤が
含まれており、石けんと流水に比べて手荒れしに
くいと言われている

○
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